
越後平野の生物多様性保全・再生への取組みと今後の課題
第15回　応用生態工学会　北信越現地ワークショップ　in　新潟

主催：応用生態工学会
協賛：（一社）北陸地域づくり協会、（一社）新潟県建設業協会、新潟県河川協会、新潟県土地改良事業団体連合会
後援 ： 国土交通省北陸地方整備局、農林水産省北陸農政局、環境省関東地方環境事務所、新潟県、新潟市、新潟日報社、日刊建設通信新聞社、( 公財 ) リバーフロント研究所、
　　　日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN)、日本ビオトープ協会、( 一社 ) 建設コンサルタンツ協会北陸支部、( 公社 ) 日本技術士会北陸本部、新潟県土木施工管理技士会、
　　　新潟県粗朶業協同組合、NPO 法人水環境技術研究会、NPO 法人新潟水辺の会、NPO 法人信濃川大河津資料館友の会、新潟県ビオトープ管理士会

平成 28 年 10 月 28 日（金）9：30 ～ 17：00

基調講演

一般講演

総合討論

1　 河道掘削を川の再生に活かす！－河道内陸域環境の分析・評価・予測方法を巡って－

開会あいさつ 実行委員長　玉井　信行　（東京大学名誉教授）

萱場　祐一（（国研）土木研究所水環境研究グループ上席研究員）

1　 日本の水質環境 50 年を振り返る 早川　典生（長岡技術科学大学名誉教授）

2　 越後平野における生態系ネットワークの形成に向けた取組み 古山　利也（国土交通省北陸地方整備局河川部）

3　 五十嵐川の災害復旧事業における多自然川づくり 山本　雅彦（新潟県三条地域振興局地域整備部）

4　 鳥屋野潟の湖岸堤整備に向けた環境調査等事例 古屋　友次郎（新潟県新潟地域振興局地域整備部）

5　 トキの餌場づくりの取組みの評価と今後の方向性 松尾　勝則 （新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部）

6　 里潟の利活用に向けた新潟市の取組み 小林　博隆（新潟市環境部環境政策課）

7　 圃場整備地域における戦略的な生息地再生計画の提案 石間　妙子（福岡県保健環境研究所）

宮尾　浩史（宮尾農園代表）8　 生物多様性・自然栽培の可能性

コーディネーター：関島　恒夫（新潟大学教授）

ワークショップ、総合討論

平成 28 年 10 月 28 日（金）18：00 ～ 20：00（受付：17：30）交流会

平成 28 年 10 月 29 日（土）9：00 ～ 17：00現地見学会
場所：ホテル日航新潟

新潟駅
南口出発

亀田郷
水田地帯鳥屋野潟 五十嵐川 新潟駅阿賀野川

9：00 17：00
東三条駅
富山石川方面

（日時）平成 28 年 10 月 28 日（金）9：30 ～ 17：00
（場所）新潟市　新潟日報メディアシップ　2F 日報ホール

ワークショップ
（日時）平成 28 年 10 月 29 日（土）9：00 ～ 17：00
（場所）鳥屋野潟、阿賀野川及び五十嵐川沿川

現 地 見 学 会

■開催趣旨
　最近の越後平野における生物多様性
の保全と再生に関するさまざまな取組
みを紹介するとともに、市民、行政、
学識者等が問題点を共有し、人口減少
社会へ向い始めた状況下で生物多様性
の保全及び再生は今後どのような方向
が望ましいのか探ります。



会　場：新潟市　新潟日報メディアシップ　2F 日報ホール
所在地：〒950-8535 　新潟市中央区万代 3－1－1
TEL：025-385-7447  　FAX：025-385-7456
交　通：新潟駅から徒歩約 10 分　タクシーで約 5 分
会場詳細地図：http://niigata-mediaship.jp/access/

◆ワークショップ　 ：正会員・賛助会員　2,000 円　非会員　3,000 円　学生　1,000 円
◆交　流　会　　　 ：一律 5,400 円（当日お支払いください）
◆現地見学会　　　 ：正会員・賛助会員　3,000 円　非会員　4,000 円　学生　2,000 円（昼食代含む）

会　場：ホテル日航新潟
所在地：〒950-0078　新潟市中央区万代島５－１
TEL：025-240-1888　FAX:025-240-1880
交　通：会場から徒歩約 10 分　タクシー約 5 分
会場詳細地図：https://www.hotelnikkoniigata.jp/access/

下記の参加申込書に記入の上、FAX または同等内容をメールしてください。
参加申込書は、応用生態工学会のホームページ（http://www.ecesj.com/）からもダウンロードできます。

CPD 申請書・受講証明書について（ワークショップとフィールドツアーは別々の単位認定になります。）
必要な方は、CPD 受講証明書を発行いたします。
（一社）建設コンサルタンツ協会 CPD・全国土木施工管理技術士連合会 CPDS プログラム認定（申請中）。
なお、地盤工学会・農業農村工学会の方は、建設系 CPD 協議会ホームページ（http://www.cpd-ccesa.org/unit_assent.php) から、
「建設系 CPD 協議会加盟団体主催 CPD 申請書・受講証明書」をダウンロード・印刷・必要事項を記入の上、会場へ持参ください。

◆問い合わせ先  ：応用生態工学会　新潟事務局　（㈱建設技術研究所　北陸支社内（担当：大川、金子））
　　　　　　　   【TEL】025-245-3883　【FAX】025-241-9082
　　　　　　　   【E-mail】eces-niigata@ctie.co.jp ( 応用生態 工学会新潟 )
◆申込締切：平成 28 年１０月１４日（金）

◆ポスターセッション参加希望も上記で受け付けています。（参加申込締切：平成 28 年９月２３日（金））

◆振込締切：平成 28 年１０月２１日（金）

■ワークショップの会場と交通 ■交流会の会場と交通

■参加申込方法

■CPD 受講証明書

第 15 回　応用生態工学会　北信越現地ワークショップ　in　新潟

参加申込書　　送付先　【FAX】025-241-9082　【E-mail】eces-niigata@ctie.co.jp

氏　　　名
（ フ リ ガ ナ ）

キリトリ

■参加料

◆ゆうちょ銀行　 　　　　　　　　【口座名称】応用生態工学会新潟　【口座番号】11270-14664511
◆他金融機関からの振込の場合　 　【店名】一二八　【店番】128【預金種目】普通預金　【口座番号】1466451　　

■参加料の振込先

所　　　属

参 加 申 し 込 み 事 項

 　　　　　　　　　　　　　円

参加費（いずれかにチェック）

正・学生会員No.

賛 助 会 員 No.

連　絡　先

ワークショップ
（1日目）

現地見学会
（2日目）

交流会
（1日目）

申し入れ事項

自　宅　/　所　属

10 月 28 日（金）

9：30 ～ 17：00

10 月 29 日（土）

9：00 ～ 17：00

□　　正・賛助会員　　：2,000 円
□　　非会員　　　　　：3,000 円
□　　学生　　　　　　：1,000 円
□　　正・賛助会員　　：3,000 円
□　　非会員　　　　　：4,000 円
□　　学生　　　　　　：2,000 円

請　求　書　（該当の場合は○）　　    希望する　　　　　その他
事 後 振 込　 （該当の場合は○）　　　希望する　　　　　
受講証明書　（該当の場合は○）　　　CPDを希望する　　CPDS を希望する

当日お支払いください。（一律 5,400 円）10 月 28 日（金）

18：00 ～ 20：00

参　加　・　不　参　加

参　加　・　不　参　加

参　加　・　不　参　加

ワークショップ・現地見学会　参加料の合計

〒
住所

TEL.　　　　　　　　　　 FAX.　　　　　　　　　　 E-mail.　　　　　　　　　　

（いずれかに○）
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